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�

　

み
な
さ
ん
「
お
ま
え
百
ま
で
わ

し
ゃ
九
十
九
ま
で
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
知
で
す
か
。

　

意
味
は
「
夫
婦
が
い
つ
ま
で
も

仲
む
つ
ま
じ
く
元
気
で
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
」
と
長
寿
を
願
う

こ
と
で
す
。

　

こ
の
言
葉
に
は
続
き
が
あ
り
、

「
共
に
白
髪
の
生
え
る
ま
で
」
と
続

き
ま
す
。
こ
の
言
葉
が
ぴ
っ
た
り

当
て
は
ま
る
よ
う
な
年
齢
を
感
じ

さ
せ
な
い
猪
山
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。

　
「
今
は
人
の
倍
も
３
倍
も
時
間

か
け
て
農
作
業
し
よ
り
ま
す
。　

　

若
い
と
き
の
よ
う
に
は
い
か
ん

で
す
よ
。
身
体
の
あ
ち
こ
ち
が
痛

く
、
特
に
腰
が
一
番
辛
い
で
す
ね
。

長
年
農
作
業
を
続
け
て
き
た
結

果
、
腰
に
負
担
が
か
か
っ
て
た
ん

で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
身
体
を
動

か
し
て
い
な
い
と
調
子
が
悪
い
ん

で
、
家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
り

も
外
に
出
ま
す
。

　

趣
味
で
植
木
を
し
た
り
、
庭
先

に
花
を
植
え
た
り
し
て
い
ま
す

が
、
あ
く
ま
で
趣
味
。
本
業
は
農

家
で
す
か
ら
ね
。
や
っ
ぱ
り
自
分

で
作
っ
た
食
材
を
食
べ
る
と
味
わ

い
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
よ
。

　

夢
や
希
望
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

け
ど
、
元
気
な
う
ち
は
何
か
せ
な

い
け
ん
っ
て
思
い
ま
す
よ
。」　

　
「
お
父
さ
ん
が
仕
事
や
め
た
ら

生
き
が
い
が
な
く
な
る
や
ろ
う

し
、
今
は
で
き
る
範
囲
で
や
っ
て

ま
す
。
昔
み
た
い
に
す
べ
て
が
手

作
業
や
っ
た
ら
体
力
的
に
無
理
で

し
ょ
う
が
、
今
は
機
械
が
あ
る
か

ら
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
機
械
を
使
う
だ
け
に
事

故
が
起
き
ん
や
ろ
う
か
心
配
で
す

ね
。
お
父
さ
ん
は
慎
重
型
な
の
で

少
し
は
安
心
し
て
い
ら
れ
ま
す
け

ど
、　

こ
の
暑
さ
で
熱
中
症
に
な

る
人
も
多
い
っ
て
テ
レ
ビ
で
見
ま

し
た
か
ら
、
帰
り
が
遅
い
と
畑
で

倒
れ
と
ら
ん
や
ろ
か
っ
て
や
っ
ぱ

り
心
配
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　

涼
し
く
な
れ
ば
遅
く
ま
で
仕
事

し
よ
る
。
草
が
少
し
で
も
残
っ
と

る
と
気
に
な
る
よ
う
で
、
ず
っ

と
草
を
抜
き
よ
る
ん
で
す
よ
。
き

れ
い
に
し
な
い
と
嫌
な
ん
や
ろ
う

ね
。
仕
事
が
好
き
な
の
と
、
い
い

加
減
な
こ
と
が
き
ら
い
な
ん
で
す

よ
。
お
父
さ
ん
は
頑
張
り
屋
さ
ん

な
ん
で
す
よ
。

　

体
力
的
に
き
つ
い
や
ろ
う
け

ど
、
精
神
力
で
今
で
も
仕
事
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
頑
張
ら
な
い
け

ん
っ
て
い
う
感
じ
で
ね
。
や
っ
ぱ

り
そ
の
気
力
は
見
て
て
私
に
も
伝

わ
っ
て
き
ま
す
よ
。
頑
張
り
よ
る

ね
っ
て
思
い
ま
す
。」

　
「
こ
ん
な
歳
に
な
っ
て
も
百
姓

を
し
て
い
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い

で
す
よ
」
と
武
雄
さ
ん
は
初
め
に

話
し
ま
し
た
。

　

高
齢
の
た
め
身
体
を
動
か
す
こ

と
が
困
難
な
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

中
で
、
80
歳
を
超
え
た
身
体
で
、

現
役
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
は

元
気
な
印
。
恥
ず
か
し
い
と
思
う

よ
り
も
む
し
ろ
誇
り
に
思
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
か
に
没
頭
で
き
る
も
の
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
元
気
で
い
ら
れ
る
。

そ
の
元
気
の
源
は
、
強
い
精
神
力

と
夫
婦
の
絆
に
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　　

近
年
で
は
、
中
間
市
の
高
齢
率

も
他
市
町
同
様
に
上
が
っ
て
き
て

お
り
、
約
４
人
に
１
人
が
65
歳
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

猪
山
さ
ん
ご
夫
婦
の
よ
う
に
元
気

に
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
姿
は
、
お

二
人
と
同
世
代
の
み
な
さ
ん
の
み

な
ら
ず
、
若
い
人
た
ち
に
も
大
き

な
励
み
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

中
間
市
に
は
ほ
か
に
も
元
気
な

お
年
寄
り
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
、
み
ん

な
で
元
気
な
風
を
こ
の
中
間
市
に

ふ
か
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
は
福
祉
月
間
で
、
17
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
高
齢

社
会
を
迎
え
、中
間
市
で
は
様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
、「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
上
底
井
野
で
農
家
を
営
ん
で
い
る
猪い
や
ま山
さ
ん
ご

夫
婦
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
は
頑
張
り
屋
さ
ん

元
気
な
う
ち
は

　
　

何
か
せ
な
い
け
ん

二人が育てた水田の前でハイ、チーズ

猪山武雄さん（82歳）

猪山ちとせさん（81歳）
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●近隣市町の高齢率一覧表 （平成 19 年４月１日現在）

市町名 総人口 65 歳以上人口 高齢率 75 歳以上人口 後期高齢率
北九州市 984,760 227,951 23.1 104,991 10.7
直方市 59,428 15,031 25.3 7,121 12.0
飯塚市 135,238 31,424 23.2 15,586 11.5
田川市 52,564 13,708 26.1 6,868 13.1
嘉麻市 46,656 12,986 27.8 6,939 14.9
芦屋町 16,129 3,574 22.2 1,668 10.3
水巻町 31,260 7,041 22.5 3,270 10.5
岡垣町 32,301 7,948 24.6 3,909 12.1
遠賀町 19,703 4,358 22.1 1,894 9.6
中間市 47,509 12,614 26.6 5,992 12.6

福岡県高齢者福祉関係基礎資料

肥　川　キクヱ さん　 104歳　（太　賀）　　明治36年２月21日
上　迫　ヤ　ヱ さん　 102歳　（垣　生）　　明治38年４月18日
樋　口　ツ　ル さん　 101歳　（松ヶ岡）　　明治38年９月10日
鶴　田　タキヨ さん　 101歳　（土手ノ内）　　明治39年５月20日
田　中　　　博 さん　 100歳　（長　津）　　明治39年11月27日
柴　㟢　アキヲ さん　 100歳　（通　谷）　　明治40年３月11日
島　　　チヨノ さん　 100歳　（松ヶ岡）　　明治40年７月10日

●市内 100 歳以上の長寿者 （平成 19 年８月 10 日現在）

● 65 歳以上の人口ピラミッド （平成 19 年７月の住民基本台帳から）

（平成19年８月の住民基本台帳から）●地区別高齢率
校　区 地　区 人口 65 歳以上 高齢率

中間西

　大辻町 853 137 16.1
　七重 825 141 17.1
　弥生町 942 240 25.5
　小田ヶ浦 1,157 372 32.2
　池田町 1,425 273 19.2
　深坂一丁目 380 108 28.4
　深坂二丁目 527 155 29.4

　小計 6,109 1,426 23.3

中間東

　上蓮花寺 453 65 14.4
　扇ヶ浦一区 1,505 454 30.2
　扇ヶ浦二区 630 123 19.5
　松ヶ岡一区 926 293 31.6
　松ヶ岡二区 700 180 25.7
　中尾一区 698 139 19.9
　中尾二区 1,582 320 20.2
　土手ノ内一区 1,178 246 20.9
　土手ノ内二区 962 319 33.2
　土手ノ内三区 1,100 375 34.1
　新手 857 307 35.8
　唐戸 285 96 33.7
　本町 519 143 27.6
　徳若 413 127 30.8

　小計 11,808 3,187 27.0

中間

　中町 181 64 35.4
　鳥森 415 120 28.9
　屋島 304 117 38.5
　御館町 443 118 26.6
　昭和町 415 146 35.2
　栄町 579 138 23.8
　川端 183 58 31.7
　片峯町 177 55 31.1
　中鶴一区 591 158 26.7
　中鶴二丁目 1,340 301 22.5
　中鶴三区 795 319 40.1
　浄花町 739 220 29.8
　岩瀬西町一区 839 214 25.5
　岩瀬西町二区 533 160 30.0

　小計 7,534 2,188 29.0

中間北

　岩瀬北町 287 83 28.9
　岩瀬東町 462 102 22.1
　岩瀬南町 757 198 26.2
　自由ヶ丘 270 90 33.3
　下蓮花寺 591 151 25.6
　中牟田 719 262 36.4
　宮ノ下 113 26 23.0
　白塔 252 83 32.9
　大根土 663 63 9.5
　宮林 454 157 34.6
　天満宮 128 48 37.5
　高見 540 102 18.9
　曙町一区 667 80 12.0
　曙町二区 669 86 12.9

　小計 6,572 1,531 23.3

中間南

　太賀一区 1,276 501 39.3
　太賀二区 921 371 40.3
　太賀三区 264 82 31.1
　通谷一丁目 1,045 409 39.1
　通谷二区 1,064 358 33.7
　通谷三区 837 279 33.3
　通谷四区 1,242 250 20.1
　桜台 1,257 319 25.4
　星ヶ丘 801 69 8.6
　朝霧 1,128 382 33.9
　鍋山 1,009 356 35.3
　中央町 263 71 27.0

　小計 11,107 3,447 31.0

底井野

　垣生 1,236 354 28.6
　五楽 284 14 4.9
　砂山 465 139 29.9
　下大隈 460 135 29.4
　上底井野 1,318 213 16.2
　中底井野 225 60 26.7

　小計 3,988 915 22.9

計 47,118 12,694 26.9

男性
5,224 人

女性
7,470 人
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Information

市からのお知らせ

●問合先　契約課
☎（２４６）６２５５

中間市の物品納入などの指名登録の受付が始まります
建設業指名登録業者の格付・指名基準などの情報を公開します

中
間
市
の
物
品
納
入
な
ど
の

指
名
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
19
・
20
年
度
に
中
間
市

が
発
注
す
る
物
品
の
供
給
、
製

造
の
請
負
、
そ
の
ほ
か
の
契
約

（
印
刷
製
本
・
委
託
事
業
な
ど
）

に
関
す
る
業
者
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。

●
受
付
期
間　

10
月
１
日
～
31

日（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）・
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

●
受
付
場
所　

契
約
課（
市
役

所
別
館
４
階
）

●
申
請
書
類　

市
の
指
定
す
る

様
式（
無
料
）

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

（
10
月
31
日
必
着
）

※
申
請
要
領
お
よ
び
指
定
様
式

は
、
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
申

請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
契
約
課
に

も
用
意
し
て
い
ま
す
。

○
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.city.nakam

a.
fukuoka.jp/

中
間
市
の
建
設
業
指
名
登
録
業
者

格
付
・
指
名
基
準
等
情
報
を
公
開

●
閲
覧
期
間　

平
成
19
年
10
月

１
日
か
ら
１
年
間

●
閲
覧
場
所　

契
約
課

●
閲
覧
内
容　

指
名
登
録
業
者

格
付
名
簿
、
格
付
基
準
お
よ

び
指
名
基
準
な
ど
に
関
す
る

情
報

中
間
市
の
公
共
工
事
の

情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す

　

中
間
市
の
公
共
工
事
の
発
注

見
通
し
や
入
札
、
契
約
に
関
す

る
情
報
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

〇
発
注
見
通
し
情
報
…
平
成
19

年
度
末
ま
で

〇
入
札
情
報
…
入
札
終
了
日
か

ら
１
年
間

〇
契
約
情
報
…
契
約
締
結
日
か

ら
１
年
間

※
工
事
発
注
見
通
し
情
報
に
つ

い
て
は
、
10
月
１
日
以
降
の
新

規
計
画
お
よ
び
変
更
分
が
閲
覧

で
き
ま
す
。

●
閲
覧
場
所　

契
約
課

●
閲
覧
内
容　

発
注
予
定
工
事

名
、
時
期
な
ど
や
発
注
済
み

工
事
の
入
札
金
額
、
落
札
金

額
、契
約
の
相
手
方
な
ど
「
入

札
契
約
適
正
化
法
お
よ
び
同

法
施
行
令
」
に
定
め
る
内
容

※
発
注
見
通
し
お
よ
び
入
札
結

果
は
、
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
契
約
課
）で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

中
間
市
で
は
、
随
意
契
約
で

市
有
地
を
売
却
し
ま
す
。

　

売
却
は
先
着
順
と
な
り
ま
す

の
で
、
良
い
物
件
は
お
早
め
に
。

●
申
込
開
始
日　

９
月
20
日（
木
）

～
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分（
土
、
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
）

●問合先　管理課
☎（２４６）６２５７中間市の市有地を売却します

１

桜台一丁目48番31
（宅地202㎡ 19）

売却価格
5,880,000円

２

桜台一丁目48番32
（宅地178㎡ 61）

売却価格
5,040,000円

３

桜台一丁目48番33
（宅地193㎡ 66）

売却価格
5,740,000円

４

桜台一丁目48番34
（宅地202㎡ 90）

売却価格
5,840,000円

５

桜台一丁目48番35
（宅地200㎡ 36）

売却価格
5,930,000円

６

小田ヶ浦二丁目3012番281
（宅地315㎡ 03）

売却価格
8,280,000円

７

七重町1852番107
（宅地306㎡ 50）

売却価格
4,310,000円

※申込方法、契約条件など詳しくはお問い合
わせください。

●物件
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　市税の納付について、日中の納付が困難
な人を対象に夜間納付窓口を開設しますの
で、この機会に早めにお越しください。
●開設日　９月13日（木）、27日（木）
●時　間　午後７時30分まで
●場　所　収納課（市役所１階・４番窓口）
●窓口業務　市税の納付受付
※税証明、納税相談、電話相談などは午後
５時15分までにお願いします。

　10月は買い物袋持参運動「マイバッグキャ
ンペーン」の強化月間です。
　中間市では、ごみの減量化対策および買い
物袋持参運動の一環として、廃傘の布地を利
用したバッグ（中間市婦人会が作製）を無料配
布します。
　買い物などに利用して、ごみの
減量化推進にご協力ください。
●配布月日　10月１日（月）～
●配布個数　100個（一世帯１個）
●配布場所　環境保全課（市役所１階）
※マイバッグ作製用の廃傘が不足しています
ので不用の傘がありましたら、中間市婦人会
森田宅☎（２４４）１３９６まで連絡ください。

●日　時　９月26日（水）
　　　　　午後１時30分～３時
●場　所　中央公民館
●講　師　金子　由香利さん（助産師）
●テーマ　「こころとからだをやさしく癒す」

　福岡県の便利な情報を満載した2008年版
「福岡県民手帳」の購入受付を開始します。
　詳しくはお問い合わせください。

Information
Topic ＆ Information

●問合先　経営企画課☎（２４６）６２３４

市税の夜間納付窓口を開設

●問合先　収納課☎（２４６）６２３７
　　　　　　　　☎（２４４）１１１１【夜間】

男女共同参画講座「共に生き、共に感じよう」を開催

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００

傘布リサイクルの
マイバッグを無料配布 ●

問
合
先　

経
営
企
画
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
３
４

中
間
市
市
制
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
を
募
集

　

中
間
市
は
、
平
成
20
年
に
市
制
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

市
民
の
市
民
に
よ
る
記
念
事
業
を
自

ら
の
手
で
計
画
し
、
実
行
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
募
集
人
数　

４
、５
人
程
度（
書
類
選

考
に
よ
り
決
定
）

●
応
募
資
格　

○
18
歳
以
上（
平
成
19
年
４
月
１
日
現

在
）の
人

○
記
念
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
公
正
で

公
共
性
に
富
ん
だ
人

○
市
内
在
住
の
人

○
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
記
念
事
業
に

参
加
で
き
る
人

●
報
酬
な
ど　

無
報
酬（
交
通
費
な
ど

の
支
給
も
あ
り
ま
せ
ん
）

●
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
年
齢
、
職
業
、
や
っ
て
み
た
い

事
業
と
そ
の
概
要（
提
出
は
１
事
業

の
み
）を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
お

持
ち
し
て
く
だ
さ
い

※
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
募
集
締
切　

９
月
28
日（
金
）・
当
日

消
印
有
効

●
応
募
先　

経
営
企
画
課

　

〒
809
‐
８
５
０
１
中
間
市
中
間
一
丁

目
１
‐
１

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１

●
問
合
先　

学
校
教
育
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
２
２

小
学
校
入
学
予
定
者
の
健
康
診
断
を
実
施

　

来
年
４
月
に
小

学
校
入
学
予
定
の

児
童
を
対
象
に
、

健
康
診
断
を
実
施

し
ま
す
。

　

受
診
も
れ
の
な
い
よ
う
、
日
時
な
ど

を
確
認
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
指
定
日
に
都
合
が
悪
い
場
合

は
他
校
区
の
実
施
日
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

●
対
象
児
童　

平
成
13
年
４
月
２
日
～

平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童

●
実
施
月
日
・
対
象
校
区

〇
10
月
18
日（
木
）
…
中
間
小
学
校
、

中
間
北
小
学
校
、
中
間
南
小
学
校

〇
11
月
１
日（
木
）
…
底
井
野
小
学
校
、

中
間
東
小
学
校
、
中
間
西
小
学
校

●
受
付
時
間　

午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
場　
　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
っ
て
く
る
も
の　

健
康
診
断
通
知

書（
各
自
宛
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

届
い
て
い
な
い
場
合
や
内
容
に
誤
り

が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
接
種
済
み
の
予
防
接
種
を
母

子
手
帳
な
ど
で
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
）

※
ス
リ
ッ
パ
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。●問合先　中央公民館☎（２４６）２３２１

福岡県民手帳を販売します



�

まちのわだいまちのわだい
このコーナーでは楽しいイベントや
　地域の話題などをお届けします。

　５月に開催された交通安全子供自転車北九州地区大
会で、中間北小学校の児童４人が学科と実技テストで
入賞し、折尾警察署で表彰されました。安全運転の知
識と技術を認められ、自転車安全運転推進リーダーに
任命された子どもたち。「勉強したことを生かして、み
んなに教えていきたい」と話してくれました。

僕たち自転車安全運転推進リーダー
藤本明徳さん、井上稔真さん、倉清人さん、山下大貴さん

　長津地区の夏の風物詩である長津祇園山笠まつりが、
７月８日に開催されました。夕方にも関わらず強い日差
しの中、大きな竜神様の神

み こ し

輿を小さな子どもたちの手で
力強く引きました。「わっしょい」と元気に大きな声で
町内を駆け巡る子どもたちに、見ている人も合わせて「わ
っしょい」と叫んでいました。

わっしょい、竜神様のお通りだ
長津祇園山笠まつり

　８月 15 日、遠賀川河川敷で第 25 回筑前中間川まつり
が開催されました。天候にも恵まれ、今年も多くの人で
にぎわいをみせました。盆踊りや出店を楽しむ人も多く、
子どもたちは大はしゃぎ。まつりの最後には 3,000 発以
上の花火が打ち上げられ、見ている人からは大きな歓
声があがりました。

夏の夜空に咲き誇れ
第 25 回筑前中間川まつり

　８月に佐賀県で開催されたインターハイで、市内在住
の佐藤瑠香さん（八幡工業高校１年）が柔道 70 キロ級の
決勝戦を開始わずか６秒で一本勝ちして優勝。「きつい
練習に耐え、がんばった結果優勝できてすごく嬉しかっ
た。目標はロンドンオリンピック出場です」と意気込みを
語ってくれました。今後の更なる活躍に期待しましょう。

その強さは圧倒的
佐藤瑠香さんがインターハイで見事優勝
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まちのわだいまちのわだい

　

７
月
に
東
京
で
開
催
さ

れ
た
ジ
ャ
パ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ

２
０
０
７
の
80
～
84
歳
の
部

２
種
目
で
中
川
さ
ん
が
金
・

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
中
川
さ

ん
は
「
流
し
た
汗
は
喜
び
の

汗
と
な
っ
た
。
次
は
名
古
屋

で
金
メ
ダ
ル
を
め
ざ
し
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

継続は力なり
中川昭一さん（太賀）がジャパンマスターズ 2007 でメダル獲得

　
「
な
か
ま
市
民
吹
奏
楽
団

Ｓソ
ウ
ル・
Ｏオ

ブ

・
Ｂブ

ラ
ス
」
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
、
７
月
28
日
に
中
央

公
民
館
前
の
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ア
ニ
メ
の

テ
ー
マ
曲
な
ど
の
演
奏
に
、

観
客
は
拍
手
喝か

っ
さ
い采

。
多
く

の
人
が
演
奏
に
合
わ
せ
歌

を
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

夜空に響け、素敵なメロディー
中央公民館「夕涼み星空コンサート」

　

７
月
27
日
、
な
か
ま
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
「
人

権
・
み
ん
な
の
幸
せ
を
願

う
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、

女
優
の
家
田
荘
子
さ
ん
が

自
ら
の
幼
少
期
に
受
け
た

い
じ
め
の
経
験
を
交
え
て

講
演
し
、
人
権
に
つ
い
て

切
実
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

あいさつは人助けにつながります
人権・みんなの幸せを願う集い～講演の夕べ～

　

８
月
９
日
、「
ど
ん
ぐ
り
」

主
催
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
中

間
北
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
た
中
間
高
校
一
年
生
の
石
松

大
輔
さ
ん
は
「
将
来
福
祉
の

仕
事
に
就
き
た
く
て
参
加
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
」と
語
り
ま
し
た
。

サマースクール楽しいな
中間市内特別支援学級在籍児童・生徒の親の会「どんぐり」

　

山
笠
伝
統
保
存
会
「
新

風
曾
」
の
山
笠
が
、
７
月
27

日
か
ら
三
日
間
、
市
内
を
巡

り
ま
し
た
。
色
鮮
や
か
な
電

飾
を
灯
し
た
山
笠
が
暗
闇
の

中
を
疾
走
す
る
そ
の
姿
は
、

ま
さ
に
闇
を
裂
く
一
筋
の

光
。
見
て
い
る
人
か
ら
は
歓

喜
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

暗闇に浮かぶ幻想的な姿
中間山笠が市内を駆ける

学校名 氏名 学年 題名

中間南中
石　井　沙　希 ３年 強く生きる
和　才　祥　子 ３年 自分を磨く
砂　原　　　鷹 ３年 あきらめぬことが感動を呼ぶ

中間中
木　村　裕里香 ３年 携帯って何？
結　城　　　恵 ３年 父から貰ったもの
金　　　舜　琳 ３年 日本の伝統ある文化と環境破壊

中間北中
稲　尾　菜　月 ３年 止まるからこそ見えるもの
佐　藤　順　美 ３年 自分に出来ることから
石　松　美紗樹 ３年 出産に立ち合って

中間東中
横大路　菜　月 ３年「生きる」ことの幸せ
溝　上　喜　彬 ３年 平和について
衛　藤　　　舞 ３年 銀次郎と文太

　７月７日、中央公民館で「第 15 回中間市少
年の主張大会」が開催されました。市内の中学
生 12 人が学校生活や日常生活で感じたことを
堂々と主張する姿に、会場の人たちのうなずく
場面が多く見られました。
　また、福岡県の書類選考の結果、和才祥子さ
ん、横大路菜月さん、稲尾菜月さんが８月 26 日
に小郡市で開かれた福岡県大会に出場しました。

発表に思いを込めて
中間市青少年育成市民会議主催「中間市少年の主張大会」

平成 19 年度少年の主張大会発表者

暑さに負けず全力プレー
中間市青少年育成市民会議キックベースボール大会

　８月５日、中間南小学校で「第５回中間市青
少年育成市民会議キックベースボール大会」が
開催されました。猛暑の中、保護者や多くのみ
なさんの大きな声援を受け、子どもたちはその
声に後押しされたかのように力いっぱいのプレ
ーを展開していました。

優勝チーム　中鶴二丁目
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学
習
教
材
の
購
入
に
ご
注
意
！

　

高
校
進
学
な
ど
子
ど

も
の
教
育
に
つ
い
て
、

悩
む
親
御
さ
ん
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
親
心
に
つ
け
込
ん
で
、「
学
力

診
断
を
受
け
な
い
か
」
と
来
宅
し
テ
ス

ト
を
行
い
、「
今
の
ま
ま
で
は
志
望
の

学
校
に
合
格
で
き
な
い
」
と
不
安
を
あ

お
り
、
高
額
な
学
習
教
材（
例
え
ば
中

学
の
３
年
間
分
の
教
材
）を
契
約
さ
せ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

中
に
は
教
材
の
話
は
一
切
せ
ず
に
、

家
庭
教
師
派
遣
の
契
約
と
偽
っ
て
、
教
材

を
契
約
さ
せ
る
悪
質
な
業
者
も
い
ま
す
。

　

業
者
の
言
葉
巧
み
な
勧
誘
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
子
ど
も
の
学
習
状
況
や
支
払
能
力

を
考
慮
し
、
慎
重
に
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
教
師
の
契
約（
期
間
２
ヵ
月
、

金
額
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）は
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
や
中
途
解
約
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
教
師
が
教
え
る
際
に
、

必
要
と
言
わ
れ
購
入
し
た
教
材
も
、
家

庭
教
師
の
契
約
を
解
約
す
る
と
、
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
教
材
だ
け

の
販
売
で
は
中
途
解
約
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　私たちは、「聴覚障害のある人と話したい」とい
う思いからスタートし、「楽しくおしゃべりをしな
がら、聴覚障害者と共に学ぶ」をモットーに活動
しています。
　近年、聴覚障害者の社会参加が進み、コミュニ
ケーションの機会も増えていますが、手話を理解
できる人は、まだまだ少ないのが現状です。
　みなさんも、私たちと一緒に聴覚障害者のみな
さんをサポートしてみませんか？

はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

手話ボランティア中間木の実支会

●問合先　市民協働課☎（２４６）２１８４

ご
み
の
落
ち
て
い
な
い

ま
ち
を
め
ざ
し
て 

■
ポ
イ
捨
て
・
不
法
投
棄
は
し
な
い

　

市
内
道
路
、
公
園
、
河
川
、
空
地
、

ご
み
出
し
場
所
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ

る
「
飲
食
物
の
包

装
や
容
器
」、「
タ

バ
コ
の
吸
殻
」
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
ご

み
。
外
出
時
の
ご

み
は
持
ち
帰
り
、
指
定
の
ご
み
袋
に

分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
不
要
に
な
っ
た
家
財
道
具
、

廃
材
な
ど
の
不
法
投
棄
は
、
ま
ち
の

景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、土
壌
・

水
質
汚
染
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
お
よ

ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

■
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
る

　

散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
を
片
付
け
な

い
こ
と
も
、
ポ
イ
捨
て
に
あ
た
り
ま

す
。
歩
道
や
道
端
に
置
い
た
ま
ま
に

す
る
と
、
衛
生
上
は
も
ち
ろ
ん
、
ま

ち
の
景
観
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　

散
歩
に
出
か
け
る
際
は
、
袋
や
ス

コ
ッ
プ
な
ど
を
携
行
し
、
必
ず
、
飼

い
主
が
フ
ン
を
片
づ
け
ま
し
ょ
う
。

■
グ
リ
ー
ン
・
ク
リ
ー
ン
な
か
ま
に

　

参
加
し
よ
う

　
「
グ
リ
ー
ン
・
ク
リ
ー
ン
な
か
ま
」

と
は
、
環
境
基
本
計
画
を
推
進
す
る

市
民
環
境
会
議
「
な
か
ま
の
環
境
を

良
く
す
る
会
」
を
は
じ
め
、
市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
市
内
一
斉
清
掃

を
目
指
し
た
清
掃
啓
発
活
動
で
す
。

　

毎
月
、
市
の
環
境
美
化
の
日
で
あ

る
第
２
日
曜
日
に
、
午
前
10
時
か
ら

Ｊ
Ｒ
中
間
駅
前
を
出
発
点
と
し
て
、

主
に
市
内
公
道
沿
い
の
歩
道
上
の
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
８
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
の
９
月
で
23
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
市
職
員
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

市
職
員
も
就
業
後
に
市
内
清
掃
「
ア

ー
ス
デ
イ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ー
ス
デ
イ
」
と
は
、
市
職
員
が

率
先
し
て
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
問
題
な
ど
環
境
意
識
を
高
め
、

清
掃
活
動
の
普
及
・
啓
発
を
め
ざ
す

も
の
で
、
毎
年
、
夏
と
冬
の
２
回
実

施
し
て
い
ま
す
。

土
地
の
管
理
は
所
有
者
自
身
で

　

自
己
の
土
地
の
草
刈
り
や
庭
木
の

剪せ
ん
て
い定

な
ど
、
土
地
の
管
理
は
所
有
者

自
身
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雑
草
の
茂
み
は
、
害
虫
な
ど
が
発

生
し
や
す
い
た
め
住
環
境
を
損
な

い
、
周
辺
住
民
の
迷
惑
に
な
る
と
と

も
に
、
人
目
に
つ
き
に
く
い
た
め
、

ポ
イ
捨
て
ご
み
や
不
法
投
棄
な
ど
の

温
床
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
庭
の
植
木
も
隣
家
や
道
路

に
は
み
出
る
と
、
た
い
へ
ん
迷
惑
に

な
り
ま
す
。

　

自
己
の
財
産
管
理
は
所
有
者
自
身

で
適
宜
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

NO
悪
質
商
法

●問合先　環境保全課☎（２４６）６２６５
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危
険
物
取
扱
者
試
験
と

受
験
準
備
講
習
会
を
実
施

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
日

時　

11
月
25
日（
日
）・

午
前
10
時
～

●
場

所　

九
州
共
立
大
学

（
八
幡
西
区
自
由
ヶ
丘
）ほ
か
５

会
場

●
試
験
の
種
類
と
受
験
料

〇
甲
種
…
…
…
５
、０
０
０
円

〇
乙
種
全
類
…
３
、４
０
０
円

〇
丙
種
…
…
…
２
、７
０
０
円

●
申
込
方
法　

９
月
20
日（
木
）
～

10
月
５
日（
金
）・
消
印
有
効
ま

で
に
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
に
願
書
を
郵
送
し
て

く
だ
さ
い

※
願
書
と
受
験
案
内
は
、
中
間

市
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

　

受
験
準
備
講
習
会

●
日

時　

11
月
18
日（
日
）・

午
前
８
時
30
分
～

●
場

所　

遠
賀
郡
消
防
署

※
テ
キ
ス
ト
・
問
題
集
は
実
費

で
配
付
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　

中
間
市
消
防
署
予

防
課
予
防
係

　

☎（
２
４
５
）０
９
０
１

「
法
の
日
」
週
間

法
律
人
権
相
談
所
を
開
設

　

一
般
の
法
律
問
題
、
人
権
問

題
お
よ
び
登
記
関
係
な
ど
に
つ

い
て
、
公
証
人
、
弁
護
士
、
人

権
擁
護
委
員
な
ど
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
日

時　

10
月
３
日（
水
）・

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場

所　

北
九
州
市
立
八
幡

西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
八
幡

西
区
相
生
町
19
‐
１
）

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

●
問
合
先　

福
岡
法
務
局
北
九

州
支
局
人
権
擁
護
係

　

☎（
５
６
１
）３
５
４
２

福
岡
県
立
福
岡
養
護
学
校

「
体
験
入
学
」
を
実
施

　

来
春
入
学
を
希
望
す
る
幼
児
、

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、「
体
験

入
学
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
期

日

〇
小
学
部
お
よ
び
高
等
部
…
11
月

20
日（
火
）、
29
日（
木
）の
い
ず

れ
か
の
１
日

〇
中
学
部
…
11
月
21
日（
水
）、
30

日（
金
）の
い
ず
れ
か
の
１
日

●
時

間　

午
前
９
時
30
分
～

正
午

●
場

所　

福
岡
県
立
福
岡
養

護
学
校

●
申
込
締
切　

10
月
12
日（
金
）

※
本
校
で
は
障
害
の
あ
る
幼
児
、

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
教
育

相
談
を
毎
週
月
～
金
曜
日（
午
前

10
時
～
午
後
４
時
）に
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
立
福
岡
養

護
学
校（
糟
屋
郡
新
宮
町
緑
ヶ

浜
四
丁
目
１
‐
１
）

　

☎
０
９
２（
９
６
３
）０
０
３
１

身
体
障
害
者
（
児
）・
戦
傷
病
者

巡
回
相
談
を
開
催

●
期

日　

10
月
12
日（
金
）

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分（
診
察
・
検
査

開
始
時
間
は
午
前
10
時
～
）

●
相
談
内
容

〇
肢
体
不
自
由
の
補
装
具
の
新
規

支
給
・
再
支
給
・
修
理
の
要
否

判
定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

※
電
動
車
い
す
、
重
度
障
害
者

用
意
思
伝
達
装
置
は
相
談
の
み

で
、判
定
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

座
位
保
持
装
置
は
事
前
の
予
約

が
必
要
で
す
。

※
眼
科
検
診
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
本
人
の
障
害
の
状
態
に
よ
っ

て
は
、
そ
の
場
で
等
級
診
断
を

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
19
年
度
か
ら
巡
回
相
談

で
は
、
耳
鼻
咽
喉
科（
聴
覚
障
害

な
ど
）を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
聴

力
検
査
や
耳
鼻
咽
喉
科
医
師
の

診
断
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書

の
作
成
や
補
聴
器
の
補
装
具
費
の

支
給
・
再
支
給
・
修
理
の
要
否
判

定
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
肢
体

不
自
由
に
つ
い
て
も
身
体
障
害

者
手
帳
の
診
断
書
の
作
成
は
行

い
ま
せ
ん
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

〇
印
鑑

〇
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
の
人

は
「
手
帳
」

〇
補
装
具
再
交
付
の
場
合
は
「
前

回
交
付
の
補
装
具
」

〇
補
装
具
修
理
の
場
合
は
「
修
理

が
必
要
な
補
装
具
」

●
問
合
先　

介
護
保
険
課
障
害

者
福
祉
係

　

☎（
２
４
６
）６
２
８
２

保
護
司
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

保
護
司
は
、
保
護
観
察
や
更
生

保
護
を
行
う
ほ
か
、
犯
罪
や
非
行

防
止
の
た
め
の
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
65
歳
未
満
の
人
で
、

更
生
保
護
に
関
心
が
あ
る
人
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

と
も
に
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
連
絡
先　

金
子
宅

　

☎（
２
４
５
）２
８
１
８

くらしの

情報
くらしの

情報

　　　  �週末は中央公民館シネマに、昭和20 ～
30年代の名作映画を見にきませんか。

●日 程　 ９月21日（金）… カサブランカ
　　　　　　10月５日（金）… シェーン
　　　　　　10月19日（金）… シェルブールの雨傘
●時 間　午後２時40分～５時
●会 場　中央公民館
●定 員　50人程度
●申込・問合先　中央公民館☎（２４６）２３２１

映
画
講
座
を
開
催
し
ま
す

◆契約料金
　１契約につき
　一口30,000円×3ヵ月＝
　　　　　　　　90,000円

※１契約は最低３ヵ月からとなります。

◆契約料金
　１契約につき
　一口30,000円×3ヵ月＝
　　　　　　　　90,000円

※１契約は最低３ヵ月からとなります。

広報なかまでは、事業所の有料広告を
募集しています。
広報紙で会社をＰＲしてみませんか。

広報に有料広告を掲載しませんか？広報に有料広告を掲載しませんか？

■問合先
中間市役所　総務課広報広聴係
〒809‐8501
福岡県中間市中間一丁目１‐１
☎ 093（246）6271・ ℻ 093（245）5598
mail: koho@city.nakama.fukuoka.jp
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み
ん
な
で
さ
さ
え
よ
う

高
齢
社
会
無
料
介
護
講
座

　

よ
か
よ
か
介
護
１
日
コ
ー
ス

●
開
催
日（
い
ず
れ
か
１
日
）

　

９
月
29
日（
土
）、
10
月
18
日

（
木
）、
11
月
13
日（
火
）

　

や
っ
ち
ゃ
れ
介
護
実
践
コ
ー
ス

●
開
催
日
・
内
容（
全
４
日
間
）

〇
10
月
11
日（
木
）
…
高
齢
者
の
医

学
と
認
知
症
に
つ
い
て

〇
10
月
25
日（
木
）
…
介
護
予
防
の

視
点
に
立
っ
て

〇
11
月
８
日（
木
）
…
日
常
生
活
の

中
で
の
介
護

〇
11
月
22
日（
木
）
…
食
事
と
排
泄

　

い
ず
れ
も

●
時

間　

午
前
９
時
50
分
～

午
後
３
時
30
分

●
受
講
料　

無
料

●
定

員　

各
コ
ー
ス
24
人

※
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
地
域

介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
（
通

谷
一
丁
目
36
‐
３
）

　

☎（
２
４
４
）４
７
４
７

雇
用
（
創
業
）
支
援

制
度
の
説
明
会

●
日

時　

９
月
20
日（
木
）・

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場

所　

ウ
ェ
ル
と
ば
た
・

北
九
州
市
高
年
齢
者
就
業
支
援

セ
ン
タ
ー
８
階
・
82
会
議
室

●
説
明
内
容

〇
創
業
や
異
業
種
進
出
に
伴
っ

て
、
新
た
に
経
営
基
盤
の
強
化

に
役
立
つ
労
働
者
を
雇
い
入
れ

る
事
業
主
に
対
し
て
、
助
成
金

の
支
給
な
ど
を
通
じ
て
支
援
し

ま
す

〇
従
業
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促

進
す
る
た
め
に
、
職
業
訓
練
な

ど
の
能
力
開
発
を
体
系
的
か
つ

段
階
的
に
実
施
す
る
事
業
主
に

対
し
て
、
助
成
金
の
支
給
な
ど

を
通
じ
て
支
援
し
ま
す

●
申
込
・
問
合
先　

独
立
行
政
法

人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
福
岡

セ
ン
タ
ー
業
務
第
一
課

　

☎
０
９
２（
２
６
２
）２
１
１
３

「
な
る
ほ
ど
働
く
人
の

法
律
の
話
」
を
開
催

　

働
く
人
が
知
っ
て
お
き
た
い
、

労
働
法
規
や
労
働
問
題
に
つ
い
て

の
講
座
で
す
。

●
開
催
日
・
内
容

〇
９
月
25
日（
火
）
…
こ
こ
が
ポ
イ

ン
ト
、
年
金
の
話

〇
10
月
５
日（
金
）
…
労
働
時
間
を

め
ぐ
る
諸
問
題

〇
10
月
16
日（
火
）
…
雇
用
形
態
の

多
様
化
と
労
働
法
の
変
容

〇
10
月
30
日（
火
）
…
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
賃
金
ト
ラ
ブ
ル
、
解
雇
～

知
っ
て
お
き
た
い
対
処
法
～

●
時

間　

午
後
６
時
30
分
～

午
後
８
時
30
分

●
場

所　

ウ
ェ
ル
と
ば
た

（
戸
畑
区
汐
井
町
１
‐
６
）

●
受
講
料　

無
料

●
定

員　

各
70
人

※
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
北
九

州
労
働
福
祉
事
務
所

　

☎（
５
９
２
）３
５
０
７

「
法
の
日
」
全
国
一
斉

司
法
書
士
法
律
相
談
会

　

登
記
相
談
、
消
費
者
問
題
、
多

重
債
務
問
題
、
訴
訟
、
成
年
後
見
、

土
地
の
境
界
の
問
題
な
ど
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

10
月
６
日（
土
）・

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
会

場

○
北
九
州
市
立
商
工
貿
易
会
館

（
北
九
州
市
小
倉
北
区
古
船
場

１
‐
35
）

※
予
約
者
を
優
先
し
ま
す
。

●
電
話
予
約　

９
月
３
日（
月
）
～

10
月
５
日（
金
）・
午
前
10
時
～

午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

●
予
約
先　

福
岡
県
司
法
書
士

会
北
九
州
支
部

　

☎（
５
７
１
）８
４
４
５

●
問
合
先　

司
法
書
士　

梯
輝
元

　

☎（
５
３
１
）０
３
３
３

快
適
な
住
ま
い
づ
く
り
の

推
進
を
助
成
し
ま
す

　

福
岡
県
で
は
、
県
産
材
を
活

用
し
、
環
境
に
や
さ
し
く
耐
久

性
に
も
優
れ
た
優
良
な
木
造
住

宅
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、

木
造
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入

す
る
人
に
対
し
て
、
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者　

今
後
、
福
岡
県
内

で
一
定
の
建
設
基
準
に
適
合
す

る
住
宅
を
新
築
・
購
入
す
る
人

●
助
成
内
容　

最
高
限
度
額
47
万
円

●
手
続
方
法　

住
宅
着
工
前
に
添

付
図
書
を
添
え
て
、
福
岡
県
住

宅
課
に
認
定
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い

※
助
成
金
交
付
対
象
者
の
認
定

は
先
着
順
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
建
築
都
市

部
住
宅
課
民
間
住
宅
係

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
７
３
１

子
ど
も
の
人
権
110
番

強
化
週
間

　

９
月
17
日
～
23
日
の
１
週
間

は
、「
子
ど
も
の
人
権
110
番
強
化

週
間
」
と
し
て
、
い
じ
め
や
体
罰
、

不
登
校
や
子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、

子
ど
も
に
関
す
る
人
権
問
題
の
ご

相
談
を
受
け
付
け
る
相
談
電
話
を

設
置
し
ま
す
。

●
日

時　

○
17
日（
月
）
～
21
日（
金
）
…
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時　

○
22
日（
土
）
～
23
日（
日
）
…
午

前
10
時
～
午
後
５
時

●
相
談
電
話
番
号　

福
岡
法
務
局
・

福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

有
料
広
告
欄
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配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

福
岡
県
で
は
、
み
な
さ
ん
が
身

近
な
と
こ
ろ
で
Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
必
要
な
支
援

や
情
報
提
供
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
県
内
の
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
を
「
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
専
用
の
相
談
電
話
を
設

け
、
電
話
や
面
接
に
よ
り
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

匿
名
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
Ｄ
Ｖ
相
談
専
用
電
話

　

☎（
２
０
１
）２
８
２
０

　
（
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
）

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
・
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）

◆
夜
間
・
休
日
は
…

●
福
岡
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
相

談
電
話

　

☎
０
９
２（
７
１
６
）０
４
２
４

※
月
～
金
曜
日
・
午
後
５
時
15
分

～
午
前
０
時（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
と
年
末
年
始
の
午
後
９
時
～
午

前
０
時
を
除
く
）

第
６
回
芦
屋
海
岸

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

遠
賀
川
か
ら
流
れ
出
し
た
ご

み
が
、
海
岸
を
汚
染
し
て
い
る

実
情
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

多
く
の
参
加
者
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
日

時　

９
月
23
日（
日
）・

午
前
10
時
～

●
清
掃
場
所　

芦
屋
海
岸

●
集
合
場
所　

柏
原
漁
協
前

●
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
賀

川
流
域
住
民
の
会
・
鬼
塚
携
帯

☎
０
８
０（
１
７
６
１
）６
８
９
２

障
害
者
雇
用
促
進

面
談
会
を
開
催

　

障
害
の
あ
る
人
の
就
業
機
会

を
拡
大
す
る
た
め
、
企
業
の
人

事
担
当
者
と
直
接
面
談
で
き
る

「
障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会
」
を

開
催
し
ま
す（
参
加
無
料
）。

●
日

時　

10
月
17
日（
水
）・

正
午
～
午
後
４
時

●
場

所　

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン

パ
レ
ス（
八
幡
西
区
東
曲
里
町

３
‐
１
）

※
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

八
幡
公
共
職
業
安

定
所（
八
幡
西
区
岸
の
浦
一
丁

目
５
‐
10
）

　

☎（
６
２
２
）５
５
６
６

県
有
地
を
売
却
し
ま
す

　

次
の
と
お
り
、
県
有
地
を
一
般

競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

●
物

件　

　

弥
生
二
丁
目
２
２
８
２
番
８

　

389
㎡
77（
公
簿
、
実
測
）

●
現
地
説
明
会　

９
月
18
日（
火
）・

午
後
１
時
30
分
～

●
入
札
日
時　

10
月
12
日（
金
）・

午
後
１
時
30
分（
受
付
は
午
後

１
時
～
）

●
入
札
会
場　

福
岡
県
八
幡
総
合

庁
舎

●
問
合
先　

福
岡
県
管
財
課
普

通
財
産
係

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
０
８
８

 

さまざまな心配ごとの相談に応じます。
〇日時…10月６日（土）、19日（金）、25日（木）・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受付・
受付時間は月曜日〜金曜日の午前９時〜午
後５時・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

交通事故に関する相談をお受けします。
〇日時…10月10日（水）・午前10時〜午後４
時（受付は午後３時まで）

行政への苦情・要望などについてさまざま
な相談に応じます。
〇日時…10月６日（土）、19日（金）・午後３
時〜５時

〇日時…毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分〜４時…ハピネスなかま

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後４時

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など児
童に関する相談や女性の相談をお受けします。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後５時

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後５時

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所 介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館 2 階）

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所 ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま
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メタボリックシンドローム
川柳の募集

　メタボリックシンドロームの予
防をテーマにした川柳を募集しま
す。優秀作品は表彰し、記念品
を贈呈します。メタボリックシン
ドロームについては、厚生労働省
のホームページをご覧ください。
http://www.mhlw.go.jp/bunya/
kenkou/metabo02/index.html
●�募集対象　市内在住の人、市

内に勤務する人
●�申込方法　応募者の氏名、年

齢、住所、連絡先を明記し作
品を郵送またはＦＡＸで応募

※学生は所属学校名（学年・組）も明記し
てください。
●�申込締切　10月15日（月）
●申 込 先　保健センター
　�〒809‐0014
　中間市蓮花寺三丁目１‐６
　ＦＡＸ（２４６）３０２４

The
「
ケ
ン
シ
ン
」

～
特
定
健
診
シ
リ
ー
ズ
①
～

　

平
成
20
年
度
か
ら
40
歳
以
上
の

被
保
険
者
・
被
扶
養
者
に
対
し
て
、

特
定
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、
特
定
健
診
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。

■
医
療
費
と
健
診
受
診

　

全
国
的
に
70
歳
以
降
の
医
療
費

が
生
涯
医
療
費
の
約
半
分
を
占
め

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
平
成
18
年
5

月
の
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
、
中

間
市
で
も
70
歳
以
上
の
医
療

費
が
４
億
１
、
２
０
０
万
円
と

と
び
抜
け
て
高
額
な
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
60
歳
代
で
さ
え

１
億
１
、９
０
０
万
円
で
す
。

　

そ
の
う
ち
生
活
習
慣
病
に
よ
る

医
療
費
が
70
歳
以
上
で
78
％
、
60

歳
代
で
81
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

れ
ば
高
額
な
医
療
費
の
削
減
に
つ

な
が
る
と
い
え
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
若

い
と
き
か
ら
の
食
事
や
運
動
な

ど
、
生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
が

可
能
で
す
。
し
か
し
、
若
い
こ
ろ

は
、
自
分
の
健
康
を
過
信
し
や
す

く
、
暴
飲
暴
食
や
運
動
不
足
で
も

無
理
が
き
き
、
医
療
費
も
そ
れ
ほ

ど
か
か
ら
な
い
の
で
、
健
康
に
注

意
を
払
わ
な
い
こ
と
が
多
い
で
し

ょ
う
。
そ
ん
な
自
覚
症
状
が
な
い

と
き
に
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

と
言
わ
れ
て
も
、
他
人
事
に
し
か

聞
こ
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
健
診
受

診
率
の
低
さ
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

中
間
市
の
30
～
50
歳
代
の
健
診

受
診
率
は
７
％
と
低
く
、
こ
れ
で

は
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す
る
生

活
習
慣
病
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
60
歳
以
降

に
発
病
し
、
医
療
費
が
か
さ
む
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

　

自
分
の
状
態
を
自
覚
す
る
た
め

に
、
毎
年
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

誘
い
合
い
、
地
域
ぐ
る
み
で
健

診
を
受
け
、
中
間
市
の
将
来
の
医

療
費
を
削
減
し
ま
し
ょ
う
。

0 1 2 3 4 5

生活習慣病による医療費

（平成 18年 5月診療分）

医療費

20～ 29歳

30～ 39歳

40～ 49歳

50～ 59歳

60～ 69歳

70 歳以上

億円

医療費の78.3％

医療費の81.1％

■中間市国民健康保険被保険者医療費

ポ
リ
オ（
小
児
マ
ヒ
）の

予
防
接
種
を
行
い
ま
す

●
日
時　

10
月
４
日（
木
）・
受
付

午
後
１
時
15
分
～
２
時

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
児
と
接
種
方
法　

生
後
３

ヵ
月
～
７
歳
５
ヵ
月
の
子
に
６

週
間
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
２

回
接
種（
無
料
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康

手
帳
と
予
診
票

●
次
の
よ
う
な
子
は
接
種
で
き
ま

せ
ん

〇
発
熱
し
て
い
る
子（
37
・
５
度

以
上
）

〇
下
痢
を
し
て
い
る
子

※
最
近
か
か
っ
た
病
気
や
、
当
日

の
体
調
な
ど
に
よ
り
、
接
種
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
予
診
票
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市

役
所
健
康
増
進
課
、
東
部
出
張
所

に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

パ
パ
と
マ
マ
の

育
児
ク
ラ
ブ
を
開
催

 

も
う
す
ぐ
、
パ
パ
と
マ
マ
に
な

る
あ
な
た
。
生
ま
れ
て
く
る
新
し

い
命
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

※
原
則
と
し
て
夫
婦
の
参
加
で
す

が
、
家
族
と
の
参
加
も
可
能
。

●
日
時　

10
月
14
日（
日
）・
午
前

10
時
～
正
午（
受
付
は
午
前
９

時
30
分
～
10
時
）

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法　

10
月
９
日（
火
）ま

で
に
、
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い

栄
養
教
室
を
開
催

‐
食
事
で
防
ぐ
生
活
習
慣
病
‐

　
「
食
」
を
中
心
と
し
た
生
活
習

慣
病
予
防
教
室
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
27
日（
木
）・
午
前

９
時
30
分
～
午
後
１
時（
受
付

は
午
前
９
時
～
）

●
テ
ー
マ　

食
事
で
防
ぐ
高
尿
酸

血
症（
痛
風
）

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

40
人（
先
着
順
）

●
参
加
費　

300
円（
材
料
費
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用

具
、
電
卓
、
エ
プ
ロ
ン
、
食
品

成
分
表（
お
持
ち
の
人
）

64
歳
以
下
の

集
団
健
診
が
始
ま
り
ま
す

　

64
歳
以
下
の
人
の
基
本
健
診
と

各
種
が
ん
健
診
が
同
時
に
受
け
ら

れ
る
総
合
健
診
で
す
。

●
健
診
日　

11
月
３
日（
土
）

●
受
付
期
間　

９
月
18
日（
火
）

～
10
月
９
日（
火
）

●
申
込
方
法　

健
康
づ
く
り
カ
レ

ン
ダ
ー
に
付
い
て
い
る
白
色
は

が
き
で
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
健
ガ
イ
ド
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私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、

信
頼
で
き
る
友
だ
ち
と
は

い
い
も
の
だ
な
あ
、
人
間
っ
て
、

な
ん
て
す
ば
ら
し
い
ん
だ
と
す
ご

く
感
動
し
ま
し
た
。

　

戦
争
中
、
結
核
に
倒
れ
た
Ａ
君
。

彼
を
病
気
が
移
る
こ
と
を
恐
れ
ず

に
、
毎
日
の
よ
う
に
見
舞
い
に
行

く
Ｂ
君
。

　

し
か
し
、
Ｂ
君
の
願
い
は
か
な

わ
ず
、
Ａ
君
は
病
気
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
十
五
年
後
、
Ｂ
君
の

家
に
亡
く
な
っ
た
Ａ
君
か
ら
一
冊

の
絵
本
が
届
く
と
い
う
お
話
で
す
。

　

死
を
待
つ
し
か
な
い
病
気
と
毎

日
闘
っ
た
人
間
の
複
雑
で
や
り
き

れ
な
い
心
の
中
、
結
核
の
感
染
を

恐
れ
ず
毎
日
の
よ
う
に
友
に
話
を

し
て
あ
げ
る
人
間
の
優
し
さ
が
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
と
い
う
人
の
命
が
た
く
さ

ん
奪
わ
れ
て
い
く
、
悲
し
く
て
辛

い
時
代
に
、
他
人
の
こ
と
を
思
い

や
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
優
し

さ
に
は
強
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

も
し
、
私
が
、
当
時
を
生
き
て

い
た
な
ら
、
Ｂ
君
の
よ
う
な
行
動

は
と
れ
ず
、
病
気
の
移
る
不
安
を

一
番
先
に
考
え
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
Ａ
君
と
Ｂ
君
は
本
当

に
強
く
た
く
ま
し
い
人
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
戦
争
が
人
間
に
と
っ

て
ど
ん
な
に
悲
し
く
、
冷
酷
か
も

知
り
ま
し
た
。

　

戦
場
で
命
を
お
と
す
人
、
食
糧

不
足
の
た
め
に
病
気
に
か
か
る
人

も
た
く
さ
ん
い
た
の
で
す
。

　

当
時
は
、
学
校
で
も
遠
足
や
修

学
旅
行
、
運
動
会
、
学
芸
会
な
ど

も
な
く
何
一
つ
楽
し
み
が
な
か
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
も
電
灯
が
つ
け
ら
れ

な
い
の
で
本
を
読
む
こ
と
さ
え
で

き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
私
は
毎

夜
電
気
を
つ
け
て
勉
強
し
た
り
、

テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
明
る
い
な

か
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
そ
の
明
る
さ
は
当
り

前
の
こ
と
な
の
で
、
当
時
の
こ
と

を
想
像
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す

が
、
ど
ん
な
に
辛
く
悲
し
い
日
々

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
今
は
平
和

で
す
。
食
料
は
豊
富
に
あ
り
、
衣

類
だ
っ
て
好
き
な
も
の
を
買
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
夜
も
明
る
い
家

の
中
で
好
き
な
こ
と
を
し
て
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
間
に
と
っ
て
、
平
和
と
は
な

ん
と
幸
せ
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

世
界
中
が
平
和
で
あ
れ
ば
い
い

の
で
す
が
、
今
で
も
世
界
中
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
戦
争
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
、
よ
く
見

る
の
で
す
が
、
戦
争
を
し
て
い
る

地
域
で
は
た
く
さ
ん
の
命
が
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。
罪
の
な
い
赤
ち
ゃ

ん
や
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
死

ん
で
い
く
こ
と
は
本
当
に
悲
し
く

て
、
残
酷
な
こ
と
で
す
。

　

国
と
国
と
が
お
互
い
に
信
頼
関

係
を
作
れ
ば
、
戦
争
を
す
る
こ
と

も
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
本
は
戦
争
を
知
ら
な
い
私

に
そ
の
実
像
を
教
え
て
く
れ
る
と

同
時
に
、
人
間
の
温
か
さ
や
人
間

の
悲
し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
中
で
、

ど
う
し
て
も
辛
く
て
立
ち
直
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
支
え
て
く
れ
る
の
は
や
は

り
、
友
だ
ち
で
し
ょ
う
。

　

お
互
い
に
相
談
し
た
り
、
相
談

に
の
っ
た
り
し
て
信
頼
関
係
が
で

き
る
の
で
す
。

　

私
は
、
信
頼
関
係
が
な
い
と
き
、

け
ん
か
に
な
っ
た
り
、
わ
だ
か
ま

り
が
で
き
た
り
す
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
も
、
こ
の
二
人
の
主
人
公
の

よ
う
に
心
か
ら
信
じ
あ
え
る
親
友

や
人
間
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

「十五年目の贈りもの」
古永　香純さん
（中間中学校３年）

平成18年度中間市読書感想文コンクール入賞作品から

　

ご
存
知
で
す
か
？

　

貧
血
と
は
赤
血
球
の
な
か
の

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
少
な
い
た
め

に
お
き
る
病
気
で
す
。

　

赤
血
球
は
血
液
の
細
胞
成
分

の
ひ
と
つ
で
、
肺
で
取
り
込

ん
だ
酸
素
を
体
の
隅
々
ま
で
運

び
、
代
わ
り
に
炭
酸
ガ
ス
を
組

織
か
ら
肺
に
運
ぶ
、
生
き
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
働
き
を
し
て

い
ま
す
。
主
な
原
因
と
分
類
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
赤
血
球
の
産
生
に
必
要
な
材

料
で
あ
る
鉄
分
が
不
足
す
る

鉄
欠
乏
性
貧
血
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
12
や
葉
酸
が
不
足
す
る
と

大
形
の
赤
血
球
が
で
る
巨
赤

芽
球
性
貧
血
。
魚
・
牛
・
豚

肉
、
特
に
レ
バ
ー
に
は
鉄
分

も
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
や
葉
酸
も

あ
り
、
ア
サ
リ
・
シ
ジ
ミ
に

は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
が
あ
り
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン
は
体
内
で
は

作
れ
な
い
の
で
食
べ
物
か
ら

と
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
　

葉
酸
は
新
鮮
生
野
菜
、
果

物
な
ど
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

必
要
量
に
比
べ
て
体
内
貯
蔵

量
が
少
な
い
た
め
欠
乏
し
や

す
い
の
で
、
毎
日
食
べ
ま
し

ょ
う
。
噛
む
力
が
弱
く
て
も

不
足
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

血
液
全
体
の
産
生
が
低
下
す

る
と
再
生
不
良
性
貧
血
に
な

り
ま
す

●
赤
血
球
の
寿
命
は
約
120
日
で

す
が
、
早
く
壊
れ
る
事
が
原

因
な
の
が
溶
血
性
貧
血
。
代

表
的
な
の
は
球
状
赤
血
球
症

で
、
黄お

う
だ
ん疸

が
出
た
り
脾
臓
が

は
れ
た
り
し
ま
す

●
怪
我
な
ど
で
血
液
量
が
減
る

事
が
原
因
で
起
こ
る
貧
血
も

あ
り
、
と
き
に
は
シ
ョ
ッ
ク

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

●
症
候
群
貧
血
、
二
次
性
貧
血

は
、
悪
性
腫
瘍
や
慢
性
炎
症
、

肝
硬
変
症
や
腎
不
全
な
ど
に

よ
る
貧
血
で
、
原
因
と
な
っ

て
い
る
病
気
の
治
療
が
大
切

で
す

　

貧
血
は
身
近
で
す
が
、
あ
く

ま
で
も
裏
に
潜
ん
で
い
る
病
気

の
窓
口
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

　

め
ま
い
・
ふ
ら
つ
き
・
耳
鳴

り
・
動
悸
な
ど
が
あ
れ
ば
早
め

に
病
院
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

メタボリック
シンドローム

（１）

中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

中間市立病院副院長

瓜生○○医師

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

貧  血

中間市立病院院長

織田悦子医師

２
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ
イ
、
お
知
ら

せ
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
ハ
ガ
キ
も
し
く
は
官
製
ハ
ガ
キ
で
広
報
広

聴
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

14

ＡＬＴの紹介

ジョシュア・コリンズ さん
Mr.Joshua Collins

中学校担当

❖
第
50
回
中
間
市
美
術
展
作
品
募
集

●
開
催
日
時　

11
月
２
日（
金
）
～
４
日（
日
）・
午
前
９
時

～
午
後
５
時（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

●
開
催
場
所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
募
集
部
門　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
陶
芸
、
自
由

※
い
ず
れ
も
、
公
募
展
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
資
格　

原
則
と
し
て
中
間
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
人
、お
よ
び
市
内
で
美
術
製
作
し
て
い
る
人
。

中
学
生
以
下
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

※
作
品
搬
入
方
法〔
受
付
は
10
月
22
日（
月
）～
23
日（
火
）〕、

出
品
規
定
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

中
央
公
民
館
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

❖
中
間
市
囲
碁
ま
つ
り
を
開
催

●
日　

時　

10
月
８
日（
月
）・
午
前
10
時
～
（
９
時
受
付
開
始
）

●
場　

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
対
局
方
法　

①
最
強
戦（
六
段
以
上
）②
五
段
～
二
段
戦

③
初
段
戦
④
大
人
の
級
位
戦
⑤
小
・
中
学
生
級
位
戦

※
①
～
④
は
４
回
戦
全
勝
者
か
ら
ス
イ
ス
方
式
に
て
上
位
２
人
で
優

勝
決
定
戦
。
⑤
は
１
級
か
ら
20
級
ま
で
４
パ
ー
ト
に
分
け
て
対
局
。

●
参
加
費
用　

○
段
の
部
…
３
、０
０
０
円
○
級
の
部
…

２
、０
０
０
円　
（
小
・
中
学
生
は
１
、０
０
０
円
）

●
問
合
先　

旭
測
量
設
計
内
・
熊
谷
☎（
２
４
６
）２
５
１
５

❖
芥
川
賞
作
家　

村
田
喜
代
子
写
真
展

　

市
内
在
住
で
、
今
年
４
月
に
紫
綬
褒
賞
を
受
賞
し
た
村

田
喜
代
子
さ
ん
。

　

芥
川
賞
の
記
念
品
や
数
多
く
の
著
作
が
執
筆
さ
れ
た
書

斎
な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

●
場
所
・
日
時

○
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
…
９
月
18
日（
火
）
～
28
日

（
金
）・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
市
民
図
書
館
…
10
月
２
日（
火
）
～
８
日（
月
）・
午
前
10

時
～
午
後
６
時

※
市
役
所
は
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

※
市
民
図
書
館
は
８
日
を
開
館
し
、９
日（
火
）が
休
館
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

市
民
図
書
館
☎（
２
４
５
）４
６
６
４

❖
書
道
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

～
初
心
者
大
歓
迎
・
墨
親
会
～

　

自
分
で
目
標
を
持
っ
て
、
基
本
を
マ
ス
タ
ー
し
た
り
、

自
ら
の
課
題
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

師
範
免
許
に
挑
戦
す
る
も
ま
た
よ
し
で
す
。

●
日　

時　

毎
週
土
曜
日
・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場　

所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
科　

目　

漢
字
、
か
な
、
実
用
書
体
な
ど

●
問
合
先　

三
輪
宅
☎（
２
４
４
）８
７
０
６

　オーストラリア・シドニ
ー出身の 23 歳です。スポー
ツ、音楽、映画が趣味です。
日本の食べ物、中でも麺類
が大好きです。残念ながら
日本語は話せませんが、す
ぐに覚えたいと思っていま
す。市内中学校で英語を教
えます。よろしくお願いし
ます。

　ハワイ出身の 24 歳です。
趣味はサッカー。今年の８
月から小学校のＡＬＴにな
りました。日本滞在は４年
目で、ある程度日本語は喋
れますが、まだまだ勉強し
なければなりません。市内
小学校で英語を教えるのは
楽しみです。よろしくお願
いします。

ＡＬＴ（外国語指導助手）とは、小・中学校などで日本人教師と共同で授業を行う教員のこ
とです。中間市では２人のＡＬＴが、各小・中学校で英語活動や英語科の授業を行ってい
ます。８月から新しく中間にやってきたＡＬＴの２人。早速自己紹介をしてもらいました。

マシュー・ホー さん
Mr.Matthew Ho

小学校担当

14
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　北九州市や直方市、行橋市、豊前市、宮若市、遠賀郡、
鞍手郡、京都郡（苅田町は除く）、築上郡の図書館も利
用できます。詳しくはおたずねください。

●日時　９月15日（土）・午前11時～
●内容　絵本の読み聞かせなど
●協力　ほっとブックなかま

～ 市民図書館だより ～

　●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

作り方

①�ごぼうは 10㎝の長さに切
り、細いものは縦半分に、
太いものは４等分に切り
水にさらす

②�小麦粉を水で溶き①を入
れ、180℃の油できつね色
になるまで揚げる

③�鍋にＡの調味料を入れ、
全体に泡が立ってきたら
ごぼうを入れ、からめる

④最後にごまをふる
エネルギー 80㎉　食塩 0.4ℊ　食物繊維２ℊ

ごぼう…３本、小麦粉…適
量、水…適量、揚げ油…適
量、ごま…10 ～ 15ℊ、
Ａ�（醤油…20㎖、みりん…

20㎖、酢…20㎖）

ごぼうスティック

材　料（10人分）

今月のおすすめ料理

中間市食生活改善推進会（緑の会）

▶今年は異常なまでに暑い日が続きました。ひとたび
雨が降れば、たらいをひっくり返したような量の雨。
世界中で異常気象が起こっています。明らかに地球が
おかしくなってきているような…。私たちができるこ
とから地球にやさしいことを心がけていきましょう。
ちなみに私はコンビニでレジ袋を断っています。今の
ところそれくらい…。                                     （謙）
▶先日、宮崎、鹿児島に行く機会がありました。現地
ではマンゴー、地鶏、黒豚、かき氷、さつまあげ、芋
焼酎などおいしそうなものばかり。移動はバスで、車
中車外と食べたり飲んだり。帰ってきて翌日出勤しよ
うとしたらズボンのウエストがきつい。メタボリック
シンドロームは確かウエスト85㎝。う～ん気をつけな
くては。といいながら今夜も…。                       （新）

●おはなし会●

●今月のおすすめ図書●
ドン・キホーテの末裔

清水義範・著
　グループホームにいる思い
込み大作家二人にパロディ論
をさせるという構想のもとへ、
本物のセルバンテスが現れ
て。パロディ論を小説にした
本。「ちくま」連載を単行本化。

やねの上のカールソンだいかつやく
リンドグレーン・作　石井登志子・訳
　屋根の上の小さな家に住み、
折りたたみのプロペラを背負
ったおじさん・カールソンが、
仲よしの男の子リッレブルー
ルといっしょに、いたずら大
作戦を始める。「やねの上のカ
ールソン」シリーズの第３作。

笠
か さ は ら

原 り ん ちゃん

平成16年６月11日生（太賀四丁目）
大
お お た に

谷 綾
あ や な

奈  ちゃん 
平成18年１月12日生（弥生二丁目）

活発でとっても元気の良い３歳
のりん！！ときどき自分のこと
を男の子（？）と思っているよう
で…それもまた可愛い仕草です。

動物が大好きなアヤナッチ
です。これからも満面の笑
顔でみんなを癒してね。

丸ごとのハムを少しずつ切って使うときは、切り口を清酒でふき、ラップで包
んで冷蔵庫に入れておくと傷みにくい。豆知識！役

に立つ

福ふ
く
し
ま島

静し

ず

お雄 

さ
ん

大
正
10
年
10
月
12
日
生（
弥
生
一
丁
目
）

　

29
歳
か
ら
華
道
を
続
け
て
お

り
、
現
在
も
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
や
公
民
館
な
ど
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
毎
朝
の
乾
布
摩
擦
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
な
ど
が
健
康
の
秘
訣
で
す
。

　

電
気
絶
縁
工
場
で
、
若
い
人

に
負
け
な
い
よ
う
に
現
役
で
働

い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
一
度
も
入

院
の
経
験
が
な
い
ほ
ど
元
気
が

自
慢
で
す
。
趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ

が
元
気
の
秘
訣
で
す
。

宮み
や
ざ
き崎

良よ
し
ひ
こ彦 

さ
ん

昭
和
10
年
11
月
23
日
生（
中
央
一
丁
目
）

老
い
方
上
手
な
達
人
た
ち

老
い
方
上
手
な
達
人
た
ち

老
い
方
上
手
な
達
人
た
ち
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扌
遠
賀
川
河
川
敷
に
人
知
れ
ず
ぽ
つ
り
と
咲
く
彼ひ

が
ん
ば
な

岸
花
。

古紙配合率100％
再生紙使用
古紙配合率 100％
再生紙使用

■発行　福岡県中間市役所　　■編集　総務課広報広聴係
　〒 809‐8501 福岡県中間市中間一丁目１番１号
　TEL  093（244）1111　FAX  093（245）5598　
■ http://www.city.nakama.fukuoka. jp/
■webmaster@city.nakama.fukuoka. jp

■今回の「広報なかま」にかかった経費は１部約 22 円です

俳　

句

永
山　　
篁　

選

先
頭
の
ア
リ
を
信
じ
て
行
く
仲
間

	

朝
霧
二
丁
目	

小　

崎　

国　

雄

餌
食
っ
て
い
る
気
し
だ
し
た
留
守
の
膳

	

太
賀
四
丁
目	

和　

田　

澄　

雄

田
植
え
す
み
安
堵
の
笑
顔
雨
に
濡
れ

	

弥
生
一
丁
目	

嶋　

田　

三　

郎

雨
乞
い
に
降
り
す
ぎ
も
だ
め
念
を
押
す

	

通
谷
四
丁
目	

平　

田　

照　

子

甲
子
園
雨
に
も
め
げ
ず
お
立
ち
台

	

弥
生
一
丁
目	

堀　
　
　

ス
ミ
子

炉
だ
た
み
を
敷
き
か
え
冷
茶
さ
し
あ
げ
る
夏
障
子
ご
し
に
八
つ
手
葉
青
し

	

通
谷
一
丁
目	

宮　

崎　

弥　

生

縁
側
に
狐
の
嫁
入
り
所し

ょ

さ作
ま
じ
え
語
り
し
兄
を
し
の
ぶ
十
五
夜

	

垣
生	

勝　

原　

た
か
子

鳶と
び

の
狙
う
鵯ひ

よ

の
一
団
海
の
面
を
伸
び
縮
み
し
て
海
峡
渡
る

	

深
坂
一
丁
目	

浜　

口　

秋　

雄

諫い
さ

め
く
る
る
人
も
あ
ら
な
く
朝
刊
を
読
み
つ
つ
わ
れ
は
食
事
す
る
な
り

	

太
賀
三
丁
目　

	

山　

田　

さ
ち
子

純
白
の
鈴
一
せ
い
に
鳴
る
な
れ
や
春
風
と
ほ
る
鈴
蘭
の
庭

	

砂
山	

安　

田　

博　

之

梅
漬
け
て
専
業
主
婦
で
あ
り
に
け
り

	

太
賀
二
丁
目	

池　

田　
　
　

馨

浜は

ま

ゆ

う

木
綿
の
香
り
に
海
の
展ひ

ら

け
け
り

	

土
手
ノ
内
二
丁
目	

小　

田　

敏　

子

家
ご
と
に
配
る
お
汐
井
祭
来
る

	

底
井
野	

島　

津　

貞　

子

見
舞
と
て
庭
草
取
っ
て
く
れ
に
け
り

	

長
津
二
丁
目	

松　

井　

倭　

枝

向ひ

ま

わ

り

日
葵
の
影
の
短
き
昼
さ
が
り

	

通
谷
五
丁
目	

後　

藤　

欣　

子

短　

歌

岡
部
嘉
明　

選

中
間
市
歌
人
協
会

川　

柳

古
谷
龍
太
郎　

選

表紙
説明

特集で取材した猪
い や ま

山武雄さん・ちとせさんご夫婦。撮影開始
時は緊張され表情が硬かったのですが、最後は仲むつまじい
姿を見せていただけました。ご協力ありがとうございました。


